
前回ま
での鈴木邸　

今
で
こ
そ
、
こ
う
し
て
言
葉
を
扱
う
仕

事
を
し
て
い
る
が
、
い
ま
だ
に
意
味
や
用

法
が
曖
昧
な
ま
ま
の
言
葉
は
沢
山
あ
る
。
ネ

ッ
ト
上
で
見
つ
け
た
難
読
難
解
な
言
葉
は
、

検
索
バ
ー
に
ズ
ッ
ポ
シ
と
突
っ
込
め
ば
解

決
す
る
の
で
本
当
に
あ
り
が
た
い
時
代
だ

が
、
そ
れ
で
も
誤
用
で
御
用
に
な
ら
な
い

よ
う
に
、
な
る
べ
く
丁
寧
に
こ
さ
え
た
も

の
を
売
文
す
る
よ
う
に
心
が
け
て
い
る
。

　

そ
も
そ
も
自
分
は
、
幼
稚
園
の
頃
か
ら

普
通
に
少
年
マ
ン
ガ
を
読
ん
で
い
た
の
で
、

意
味
は
分
か
ら
ず
と
も
言
葉
の
イ
ン
プ
ッ

ト
が
早
い
子
供
だ
っ
た
。
お
か
げ
で
国
語

の
成
績
は
悪
く
な
か
っ
た
の
だ
が
、
そ
こ

に
足
元
を
す
く
わ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

　

中
学
校
3
年
生
く
ら
い
の
時
だ
ろ
う
か
。

母
親
と
中
野
の
駅
前
を
歩
い
て
い
た
と
き
、

熱
心
に
宣
伝
す
る
募
金
活
動
に
遭
遇
し

た
。
そ
こ
で
母
親
に
「
あ
あ
い
う
募
金
は
強

く
ア
ピ
ー
ル
し
て
集
め
る
ん
じ
ゃ
な
く
て
、

人
の
〝
ぜ
ん
ぎ
〞
に
頼
っ
て
や
る
べ
き
だ
よ

ね
」
と
話
す
と
、
コ
ン
マ
3
秒
の
ス
ピ
ー

ド
で
「
善
意
！
」
と
訂
正
さ
れ
た
。
恐
ら
く

当
時
エ
ロ
マ
ン
ガ
の
読
み
過
ぎ
で
「
ぜ
ん
」

ま
で
言
っ
た
時
点
で
「
前
戯
」
が
最
有
力

候
補
と
し
て
決
定
し
て
し
ま
っ
た
の
だ
が
、

コ
レ
は
思
春
期
男
子
と
し
て
は
恥
ず
か
し

い
失
敗
だ
っ
た
。
今
な
ら
「
い
や
、
前
戯
も

善
意
な
ん
で
す
よ
」
と
ケ
ー
シ
ー
高
峰
ば

り
に
気
の
利
い
た
返
し
も
で
き
る
の
だ
が
、

そ
れ
は
そ
れ
で
や
は
り
母
親
に
言
う
べ
き

言
葉
で
は
な
い
だ
ろ
う
。　

　

さ
て
本
題
。
今
回
の
実
家
改
修
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
は
、
個
人
的
に
は
あ
え
て
〝
レ
ス

ト
･
モ
ッ
ド
住
宅
〞
と
呼
ん
で
い
る
。
文

中
各
所
で
は
便
宜
上
〝
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
〞

と
い
う
言
葉
も
使
っ
て
い
る
が
、
元
が
カ

ス
タ
ム
カ
ー
用
語
の
〝
レ
ス
ト
･
モ
ッ
ド
〞

を
使
う
こ
と
で
、
何
と
な
く
自
分
の
気
分

が
上
が
る
か
ら
だ
。

　
〝
レ
ス
ト
･
モ
ッ
ド
〞
と
い
う
言
葉
は
、

〝
レ
ス
ト
ア
（
復
元
）〞
と
〝
モ
ダ
ン
（
近
代

化
）〞
を
組
み
合
わ
せ
た
言
葉
だ
。
キ
レ
イ
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基礎、床、壁、
全部に手を入れます
1985年築の昭和丸出しな実家を、手放すのではなくリノベしようという当企画。
カスタムカーの世界でお馴染みの“レスト･モッド”の手法を家にも転用し、
クルマ好きの理想であるガレージ住宅を作り上げていきます！

あらゆるメディア、ジャ
ンルで売文して生きてい
るフリーダムライター。
なぜかこのリノベ記事は
友人諸氏のチェック率が
高く、「面白い」と言って
もらえるのがありがたい。
無鉄砲に4ケタ万円使っ
てアレコレしてるのが、
自分の知り合いだったら
そりゃ面白いよなと、確
かに自分でも思う。

ポルノ鈴木

いよいよ家に関する決め事
が多くなってきたので、ま
ずは部屋のイメージを決定
するフローリングを選びに
『toolbox』のショールーム
に突撃。同時に水まわり関
係のショールーム巡りも行
い、キッチンはタカラ、風
呂トイレ洗面はパナソニッ
クを導入することに決定。

内装部材と
水まわりを選定

基礎の作業が
始まりました
今回の改修で1階も2階も間取りを大きく変
更するので、ほぼ全ての壁、床を抜いたス
ケルトン状態となった実家。1階は間取り変
更に伴い基礎の立ち上がりの場所も変わっ
てくるので、まずはそこから作業がスター
ト。調査解体の時点で判明していたが、実
家の基礎は束部分以外は土のまま。昭和の
時代はこれが普通だったようだが、現行ス
ペックでは湿気対策の為に全面的にコンク
リを流すのがポピュラー。なので最終的に
はドバッとコンクリで固めます。

道路側に面した6畳の和室をそのままガレージにする予
定だったが、6畳サイズではクルマが入りきらないので、
幅はそのままに奥行きを伸ばして対応。ガレージ奥には
ガレージを覗ける大きな窓付きの部屋を作り、そこを仕
事部屋にする予定。この間取り変更に伴い、1階では基礎
の立ち上がりを新設中。

間取り変更に伴い
基礎の立ち上がりを新設その

1階部分は外壁をブチ抜いて
インナーガレージを作るとい
う大ネタも進行中。ついに外
壁に大穴が開き、旧来のアプ
ローチ部分のコンクリも撤去
してガレージの床面とフラッ
トにしていく段取りが進行
中。昭和住宅ベースに大開口
を空けてのインナーガレージ
は作れるんですよ！　皆さん
も真似して欲しい！

インナーガレージの
為に外壁を撤去

その
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に
直
し
た
ク
ラ
シ
ッ
ク
カ
ー
に
は
乗
り
た

い
が
、
機
関
部
品
に
関
し
て
は
当
時
の
ま

ま
復
元
す
る
の
で
は
な
く
、
新
し
い
物
に

ア
ッ
プ
デ
ー
ト
し
て
快
適
に
乗
り
た
い
、

と
い
う
要
望
に
応
え
る
為
に
生
ま
れ
た
ジ

ャ
ン
ル
な
の
で
、
こ
う
呼
ば
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。

　

ち
ょ
っ
と
前
ま
で
本
誌
〝
Ｄ
Ｃ
Ｃ
〞
コ
ー

ナ
ー
で
連
載
し
て
い
た
、
筆
者
が
所
有
す

る
ダ
ッ
ト
サ
ン
2
4
0
Ｚ
も
ま
さ
に
こ
の

路
線
で
カ
ス
タ
ム
し
た
ク
ル
マ
だ
。
特
に

エ
ン
ジ
ン
に
関
し
て
は
旧
さ
と
新
し
さ
の

共
存
を
重
要
視
し
て
お
り
、
エ
ン
ジ
ン
そ

の
物
は
旧
来
の
Ｌ
型
だ
が
、
そ
れ
を
最
新

の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
制
御
し
て
い
る
。
つ

ま
り
全
部
を
新
し
く
す
る
の
で
は
な
く
、

古
い
部
分
と
新
し
い
部
分
を
絶
妙
に
ブ
レ

ン
ド
し
た
塩
梅
が
、
自
分
に
と
っ
て
の
ツ

ボ
な
の
だ
。

　

家
に
関
す
る
〝
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
〞
と

〝
リ
フ
ォ
ー
ム
〞
と
い
う
言
葉
は
、
混
同
さ

れ
が
ち
で
は
あ
る
が
そ
こ
に
は
ち
ゃ
ん
と

意
味
の
違
い
が
あ
る
。
大
ま
か
に
定
義
す
る

な
ら
、〝
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
〞
は
全
て
を
刷
新

す
る
大
規
模
な
造
り
か
え
、〝
リ
フ
ォ
ー
ム

は
〞
古
く
な
っ
た
部
分
を
元
に
戻
す
、
と
い

う
意
味
に
な
る
。
今
回
の
実
家
改
修
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
間
取
り
ご
と
変
更
す
る
の
で

確
か
に
〝
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
〞
が
言
葉
と
し

て
該
当
す
る
。
し
か
し
個
人
的
に
は
〝
こ
の

家
の
古
い
部
分
も
キ
チ
ン
と
残
す
〞
こ
と
も

大
事
な
の
で
、〝
レ
ス
ト
･
モ
ッ
ド
〞
の
方

が
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
近
い
と
感
じ
る
の
だ
。

　

な
ん
せ
こ
の
家
は
、
自
分
自
身
の
実
家

な
の
だ
。
13
歳
で
越
し
て
き
て
初
め
て
自

分
の
部
屋
を
持
ち
、
そ
れ
か
ら
26
歳
で
家

を
出
る
ま
で
住
み
続
け
た
家
な
の
だ
。
最

初
か
ら
リ
ノ
ベ
目
的
で
買
っ
た
縁
も
ゆ
か

り
も
な
い
住
宅
で
は
な
く
、
自
分
に
と
っ

て
歴
史
の
一
部
で
あ
る
大
事
な
家
だ
か
ら

こ
そ
、
か
つ
て
の
家
族
と
の
生
活
の
痕
跡

も
残
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
の
だ
。

　

と
は
い
え
85
年
式
の
昭
和
住
宅
を
ベ
ー

ス
に
令
和
の
時
代
で
快
適
に
暮
ら
す
た
め

に
、
床
、
壁
、
基
礎
、
外
壁
、
サ
ッ
シ
は

全
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
敢
行
。
こ
の
家
が

建
っ
た
36
年
前
と
は
、
部
材
の
性
能
も
方

法
論
も
全
く
変
わ
っ
て
い
る
の
で
、
断
熱
、

防
湿
に
関
し
て
は
最
新
ス
ペ
ッ
ク
で
ア
ッ

プ
デ
ー
ト
し
て
い
く
。

　

そ
の
一
方
で
、
父
親
の
書
斎
に
あ
っ
た

書
棚
は
そ
の
ま
ま
自
分
の
仕
事
部
屋
に
移

設
し
、
階
段
も
若
干
キ
レ
イ
に
す
る
だ
け

で
大
き
く
手
を
入
れ
ず
、
小
傷
も
そ
の
ま

ま
で
流
用
す
る
こ
と
に
し
た
。
家
に
お
け

る
レ
ス
ト
ア
と
モ
ダ
ン
の
共
存
。
思
い
つ

き
で
は
あ
っ
た
が
、
な
か
な
か
良
い
感
じ

に
ま
と
ま
り
そ
う
で
あ
る
。

間取り変更によってサッシ位置のサイズや
大きさも変わるので、もちろんサッシも全
交換。サッシの性能はそれこそ35年前と段
違いに向上しており、その最新スペックの
恩恵は計り知れないはず。今回のリノベで
リビングをこの家で最も日当たりの良い南
向きの2階に移動したので、冬でも暖かい
リビングを実現したい！

サッシも全て
交換しますその

一応注文住宅でしっかりした部材が使われていたとはいえ、現代の
耐震基準に適合させるために各部をしっかりと補強。いまは耐震診
断ソフトで耐久力を事前に計算できるので、必要な場所に的確に補
強を追加していくことができる。フルリノベプランなので家の中身
をフルスケルトンにして、各接合部を確認できたのも良かった点だ。

スケルトン状態にし
各部を補強

その

いろんな決め事も
増えてきました

父親の書斎にあった書棚は
引き継いで使います

いざ作業が始まるといろいろな事が並行して進み、
施主としてやることが増えていく。この時困るの
が、“種類がある物の中から一つを選ぶ”という作
業だ。特に色味に関する選択は、それが大物であ
っても小さな色見本で決めるしかなく、イマジネ
ーションを全開にする必要がある。またたとえ見
本といえども、必ず実物を見て決めたほうがいい。
色だけでなく質感を知ることも大事だからだ。
Webサイトだけ見て決めるのはお薦めしない。

耐震診断の結果は……？
インナーガレージの為に壁に大穴を空け、さらに
間取りもあれこれと変更するのに伴い、事前に図
面を基にした耐震診断を行った。この診断は、家
の各部のデータを全て入力してシミュレーション
結果を算出するもので、出された評点は【1.02】
というものだった。判定としては“一応倒壊しな
い”というモヤッとした言い方だが、「1以上の数字
であれば問題無い」という世界らしい。ちなみにこ
こらは地盤も良いので、とりあえず一安心だ。

外壁がミッドナイト
ブルーというのを決
めた上で、今度は玄
関ドアを何色にする
か問題が浮上。無難
にブラウン系でも良
いのだが、「それで良
いのか？」と自分の
ゴーストが囁くので、
オレンジで冒険して
みることにした。

“実家の痕跡残し”として最も大ネタになるのが、この父親の
書斎にあった書棚の移設。新築時に大工さんが作った屈強な
造りで、捨てるのは惜しいので自分の仕事部屋で継続使用す
ることにした。小傷もそのままに使うつもりだが、そもそも
幅が2m以上あり、どうやって2階から1階に下ろすのかが問
題。上手く分解できればいいのだが、果たして。

外壁はラップサイディングにしたかったが、
湿気大国の日本で木製壁にするリスクは承知
の助だったので、耐久性重視で東レの外装材
をチョイス。色はこの2択まで絞り込んだうえ
で、右側のミッドナイトブルーに決定。

玄関ドアは
何色にすれば
いいのか……

外壁は絶対に
ラップサイディング！

最新サッシへの全交換と共に、壁、床、天井に至るまで断
熱材を隙間無く投入。正直自分が住んでいる時は夏は暑く、
冬は寒い家だったが、この徹底した断熱処理で住み心地が
だいぶ良くなるそうだ。内装作業が進むと見えなくなって
しまう部分だが、視界の全てを覆うグラスウール製断熱材
『ソフール』のスペックを早く体感したい！

ビシーッと
断熱材を投入！その

アルミサッシは熱伝導率の問
題で外気を伝えやすく結露の
原因になりがち。デュオPG
は樹脂とアルミのハイブリッ
ドで外気の影響を受けにくく、
複層ガラス構造で断熱性能も
高い。最新サッシは良いこと
ずくめだ！

サッシはリクシルの
デュオPGを使用

2階も階段の位置以外は全て間取
りを変更。南側に面した2部屋は
壁を抜いて1部屋にし、そこを
LDKとする。廊下を挟んだ北側
には子供部屋と夫婦寝室を配置。
LDKは天井高を限界まで上げて抜
けの良い空間にしたい。

2Fも全ての壁を抜いて
スケルトン化
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